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高等学校学習指導要領，科目体育の内容に示される
「態度の内容」に関する検討

藤原禎子�� 　橋本昌栄�� 　藤塚千秋�� 　藤原有子�� 　米谷正造�� 　木村一彦��

要 　　　約

高等学校学習指導要領，科目体育の内容に示される「態度の内容」に関する検討
【目的】

高校体育の目標の一つには，社会的な態度の育成がある．これを習得することは生徒の精神的健康
の発達にとって有用である．そこで学習指導要領の示す「公正，協力，責任の態度」が，生徒にどの
ように意識されているかを知り，今後の授業の在り方について検討することを目的とした．
【方法】

�		�年��月中旬から�		�年 �月中旬に 
県内の �校の高等学校の � ，�年生を対象に，「体育授業
時の態度の内容への意識状況」について質問紙法による調査を行った．
【結果】
��生徒の約 �割は体育授業時にこれらの態度を意識していた．
��「公正」においては，男子が女子に比べて有意に多かった．

��「運動部群」「非運動部群」別に性別でみると，�つの態度全てにおいて男子は有意差を認めなかっ
たが，女子は有意に「運動部群」の方が多かった．

��運動領域別においては，集団的・対人的種目では領域の記載どおりの効果が認められたが，個人的
種目は少なかった．

【まとめ】
領域のねらいと意識を合致させるためには，個人種目の場合も集団的種目と同様，人と関わるよう

な授業の工夫や，「態度の内容」についてしっかり指導する必要がある．

緒 言

周知のように文部科学省が示す高等学校学習指導
要領（平成��年改訂），「保健体育」，科目「体育」の
目標は，「各種の運動の合理的な実践を通して，運動
技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことが
できるようにするとともに，体の調子を整え，体力
の向上を図り，公正，協力，責任などの態度を育て，
生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育
てる」��となっている．

さらに体育の内容として「体つくり運動」，「器械
運動」，「陸上競技」，「水泳」，「球技」，「武道」，「ダ
ンス」の �つの運動種目の領域と「体育理論」と合
わせて �つの領域がある．これら �つの運動種目の
領域の内容には「技能の内容」，「態度の内容」，「学

び方の内容」が示されている．
目標にある「公正，協力，責任などの態度を育て」

や領域内の「態度の内容」のねらいの意義は，これ
も文部科学省がつくる高等学校学習指導要領解説，
保健体育編��で「各種の運動の合理的な実践を通し
て，社会的な態度や健康・安全に留意して運動をす
る態度の育成を目指したものであり，これらの態度
が習慣化され，運動の場面だけでなく日常生活に生

かされることを期待して示されているものである」
と解説しているように社会的な態度の育成を求める
ものである．
学習指導要領における態度についての記述の現在

までの流れを辿ると，この社会的な態度とはスポー
ツマンシップの概念からでてきたものといえる．ス
ポーツマンシップとは，スポーツをする者が持つべ
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き行動基準であり，「ルールを守る」，「フェアに競
う」，「ベストを尽くす」，「相手を尊重する」といっ
たことに代表される態度である．スポーツをするこ
とでこれらの態度を学んだり，磨いたりすることも

可能である．また，粗暴な行為をする者にスポーツ
をさせることで自己効力感を養わせ，スポーツマン
シップというもので規制し社会性を身につけさせる
ことも可能である．杉山��らや高橋��らがそれぞれ
の著書で論じているように学校教育に体育が小学校
から高等学校まで必修科目として入っているのは，
運動を媒介とする身体的側面への刺激とともに，精
神的・社会的側面に有効に働くからである．
一方，どのライフステ－ジに於いても運動不足の

指摘があり，学童期の体力低下も緊急の課題として
文部科学省は対策に乗り出している．学童期の体力
低下は身体的側面への影響だけではなく，翻って運
動や身体活動を伴う遊び時間の減少が体力低下を招
いているため社会的側面にも影響しているとの中央
教育審議会��の指摘もある．従って学校における科
目「体育」においても，運動の実践の中で培うこの
問題について考えていかなければならない．
深谷��が報告しているように今日の高校生の規範

意識に低下がみられるとき，このねらいを習得する
ことは重要であり，思春期に当たる生徒の精神的健
康の発達にとって有用である．
前述したように，学習指導要領保健体育，科目「体

育」の目標には社会的態度の育成が含まれている．こ
の社会的態度の育成にむけ，「体育」の目標には具体的
に「公正」，「協力」，「責任」，という �つの態度の育
成が示されており，それらを �つの運動領域を通して
身につけさせようとしている．従って，それぞれの

領域の特性に応じて，その領域において育成される
べき態度が各領域の「態度の内容」に示されている．
これまでにも学習指導要領や態度に関する研究は

なされてきたが ��，各運動領域別に「公正」，「協力」，
「責任」，の態度について検討した報告はみあたらな
い．また，多くの学校で男女が別々の授業を実施し
ているが，これらの態度について性別に検討した報
告もない．そこで学習指導要領の示すこの「公正」，
「協力」，「責任」，が各運動領域において，生徒にど

のように意識されているか実態を知り，それが領域ご
との「態度の内容」と合致しているかを明らかにし今
後の授業の在り方について検討することを目的とした．

方 法

�		�年��月中旬から�		�年 �月中旬にかけて，

県内の協力の得られた �校の高等学校（普通科 �校，

商業科 �校）の �，�年生�	��名を対象とし，「体育
授業時の態度の内容への意識状況」について自己記
入方式の質問紙法調査を行った．有効回答数は男子
���名，女子���名計
��名で有効回答率は
����で

あった．調査にあたっては，この研究目的と調査内
容を各校に示し承諾を得，又生徒には研究目的と
データは統計的に処理し個人データを公表しない，
研究に関わる調査，報告以外に使用しないなどの使
用方法を質問紙冒頭に示し了解するもののみ回答を
求めた．
分析には ���� ��� ���������を用い，クロス集

計と�二乗検定を実施した．また，高校生のスポー
ツ活動は体育実技と運動部での活動が主なものであ

るが，体育実技における影響を知るために，体育実
技のみの者を「非運動部群」，運動部に所属している
者を「運動部群」として分類し比較した．

結 果

�．生徒は授業時に「公正，協力，責任」を意識し

て行っているか

　（�）「公正」について

「体育の授業の中で公正な態度を意識しますか」
という設問に対して「とてもする」，「する」，「どち

らともいえない」，「しない」，「全くしない」の選択
肢を示して回答を求めた結果を図 �に示す．

図 � 体育授業時の「公正な態度」への意識状況
「全体」と「性別」，「運動部群・非運動部群別」，「運
動部群・非運動部群別の性別」での比較

全体としては「とてもする」���名（�����），「す
る」���名（�����），「どちらともいえない」�	�名
（�����），「しない」��名（����），「全くしない」�	



体育授業時における「公正，協力，責任の態度」の生徒の意識状況 �
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名（����）であった．性別でみると「男子」の方が
有意に意識するものが多かった．さらに体育実技で
の態度についての学習効果を知るために，学校で体
育実技しか運動していない「非運動部群」と，�年

間以上運動部に入っている「運動部群」とに分類し，
「非運動部群」，「運動部群」別にみると「運動部群」
の方が有意に意識しているものが多かった．さらに
「非運動部群」，「運動部群」別性別をみると，「運動
部群」の「女子」は「非運動部群」の「女子」よりも
有意に意識しているものが多かった．しかし，「男
子」は二つの間に差が認められなかった．
　（�）「協力」について

「協力」について上の「公正」と同様の設問と選

択肢を示して回答を求めた結果を図 �に示す．

図 � 体育授業時の「協力する態度」への意識状況
「全体」と「性別」，「運動部群・非運動部群別」，「運
動部群・非運動部群別の性別」での比較

全体としては「とてもする」���名（�����），「す
る」���名（���
�），「どちらともいえない」���名
（�
���），「しない」��名（��
�），「全くしない」��

名（��
�）であった．性別に有意な差は認められな
かった．また，「非運動部群」，「運動部群」別にみる
と「運動部群」の方が有意に意識しているものが多
かった．又「運動部群」の「女子」は「非運動部群」
の「女子」よりも有意に意識しているものが多かっ
た．しかし，「男子」は二つの間に差が認められな
かった．
　（�）「責任」について

「責任」について上の「公正」，「協力」と同様の設

問と選択肢を示して回答を求めた結果を図 �に示す．
全体としては「とてもする」���名（�����），「す

図 � 体育授業時の「責任ある態度」への意識状況
「全体」と「性別」，「運動部群・非運動部群別」，「運
動部群・非運動部群別の性別」での比較

る」���名（�����），「どちらともいえない」���名
（�����），「しない」��名（��
�），「全くしない」�

名（��	�）であった．性別に有意な差は認められな
かった．また，「非運動部群」，「運動部群」別にみ
ると「運動部群」の方が有意に意識しているものが
多かった．さらに「非運動部群」，「運動部群」別に
性別をみると，「運動部群」の「女子」は「非運動部
群」の「女子」よりも有意に意識しているものが多
かった．しかし，「男子」は二つの間に差が認められ

なかった．
�．生徒は �つの運動領域内の「態度の学び方」に

示される「公正」，「協力」，「責任」を授業中意識

しているか

前述したように学習指導要領には �つの運動領域
が示されている．そしてそれぞれの運動領域の「態
度の学び方」については領域の特性を反映して，「公
正」，「協力」，「責任」，は異なる記述となっている．
すなわち「体つくり」は「協力」，「器械運動」は「協

力」，「陸上競技」は「協力」と「公正」，「水泳」は
「協力」と「公正」，「球技」は「協力」「公正」「責任」，
「武道」は「公正」と目標にはない「尊重」，「ダン
ス」は「協力」とこれも目標にはない「互いのよさ
を認め合う」がある．そこで「公正」，「協力」，「責
任」について「各領域」別にみた．
　（�）「公正」について

「公正」は競争が伴う「陸上競技」，「水泳」，「球
技」，「武道」に記載されている．授業中に「公正」を

意識している者の割合が多い運動領域順に図 �に示
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図 � 運動領域別「公正な態度」への意識状況
左側：上から意識の高かった領域順に示す 　右側：各領域間の有意差を示す

図 � 運動領域別「協力する態度」への意識
左側：上から意識の高かった領域順に示す 　右側：各領域間の有意差を示す

す．「球技」は「とてもする」���名（�����），「す
る」���名（�
���），「どちらともいえない」���名
（���
�），「しない」�	名（����），「全くしない」��
名（����）で「とてもする」と「する」を合わせる
と���名（�����）と他の領域と比較して意識するも

のが有意に多かった．以下「公正」が記載されてい
る「武道」，「陸上競技」と続くが，同じ記載のある
「水泳」は少なかった．
　（�）「協力」について

「協力」は「武道」を除く全ての領域に記載され
ている．
授業中に「協力」を意識しているものの割合が多

い運動領域順に図 �に示す．
「球技」は「とてもする」�
�名（�	���），「す

る」���名（�����），「どちらともいえない」���名
（���
�），「しない」��名（����），「全くしない」�

名（��
�）で「とてもする」と「する」を合わせる
と���名（�
�	�）と他の領域と比較して意識するも

のが有意に多かった．以下「協力」が記載されてい
る「ダンス」，「体つくり」と続くが，次には記載さ
れていない「武道」があり，記載されている「陸上
競技」，「水泳」，「器械運動」は少なかった．
　（�）「責任」について

「責任」は「球技」のみ記載されている．授業中に
「責任」を意識しているものの割合が多い運動領域順
に図 �に示す．唯一記載されている「球技」は「と
てもする」���名（���	�），「する」�		名（���	�），
「どちらともいえない」���名（�����），「しない」��
名（����），「全くしない」��名（����）で「とても
する」「する」を合わせると���名（���	�）と他の
領域と比較して意識するものが有意に多かった．以
下「武道」，「ダンス」，「体つくり」と続き，「陸上競

技」，「水泳」，「器械運動」は少なかった．
�．生徒はこのような「態度の学び方」を授業のど

のようなときに意識しているのだろうか

生徒の学習活動状態を「教師の説明の時」，「授業の



体育授業時における「公正，協力，責任の態度」の生徒の意識状況 �
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図 � 運動領域別「責任ある態度」への意識
左側：上から意識の高かった領域順に示す 　右側：各領域間の有意差を示す

図 � 運動領域別「教師の説明の時」における態度の意識状況
左側：上から意識の高かった領域順に示す 　右側：各領域間の有意差を示す

準備や片付けの時」，「練習やゲ－ムなどの時」，「チ－
ム分けやル－ルなどを決める時」と生徒に提示し，
それぞれの場面での意識について回答してもらった．
（�）「教師の説明の時」に意識しているものの割合

が多い運動領域順に図 �に示す．

「武道」は「とてもする」��名（�����），「す
る」�	名（�����），「どちらともいえない」�
名
（�����），「しない」�名（����），「全くしない」
�名（	���）で，「とてもする」，「する」合わせ
ると���名（�����）と他の領域と比較して意識
する者が有意に多かった．以下「ダンス」，「球
技」，「体つくり」，「陸上」，「器械運動」，「水泳」
と続く．

（�）「授業準備や片付けの時」に意識しているもの

の割合が多い運動領域順に図 �に示す．
「球技」は「とてもする」�
�名（�	���），「す
る」�	
名（�����），「どちらともいえない」���
名（�����），「しない」��名（����），「全くしな

い」��名（����）で，「とてもする」と「する」
を合わせると�
�名（�����）と他の領域と比較
して意識する者が有意に多かった．以下「体つ
くり」，「武道」と続き，「ダンス」，「器械運動」，
「陸上」，「水泳」は少なかった．

（�）「練習やゲ－ムなどの時」に意識している者の
割合が高い運動領域順に図 
に示す．
「球技」は「とてもする」�
�名（�	�
�）「す
る」���名（�����），「どちらともいえない」���
名（�����），「しない」��名（����），「全くしな
い」�
名（��	�）で，「とてもする」と「する」
を合わせると��
名（���	�）と他の領域と比較
して意識する者が有意に多かった．以下「体つ
くり」，「武道」，「ダンス」，「陸上」，「器械運動」，

「水泳」と続く．
（�）「チ－ム分けやル－ルなどを決める時」に意識

しているものの割合が多い運動領域順に図�	に
示す．
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図 � 運動領域別「授業準備や片付けの時」における態度の意識状況
左側：上から意識の高かった領域順に示す 　右側：各領域間の有意差を示す

図 	 運動領域別「練習やゲームなどの時」における態度の意識状況
左側：上から意識の高かった領域順に示す 　右側：各領域間の有意差を示す

「球技」は「とてもする」���名（�����），「す
る」���名（�����），「どちらともいえない」��

名（���
�），「しない」��名（����），「全くしな
い」�
名（��	�）で，「とてもする」と「する」
を合わせると��
名（�����）と他の領域と比較

して意識する者が有意に多かった．以下「ダン
ス」，「武道」と続き，「体つくり」，「陸上」，「水
泳」，「器械運動」は少なかった．

考 察

�．体育授業時の「公正，協力，責任の態度」につ

いての生徒の意識状況

体育授業時に「公正，協力，責任の態度」につい
て，約 �割の生徒がこれらの態度を意識しているこ
とが明らかとなった．これを性別でみると「公正」
において男子の意識が女子に比べて有意に高かった

以外，「協力」，「責任」において男女に有意な差は認
められなかった．また，高校生のスポーツ活動は体

育実技と運動部での活動が主なものであるが，体育
実技からの効果を知るために，体育実技のみの者を
「非運動部群」，運動部に所属している者を「運動部
群」として分類し比較して考えると，「公正」，「協
力」，「責任」，の全てにおいて「運動部群」の方が意

識しているものが有意に多く運動部での活動からの
影響の方が体育実技からよりも大きいことが考えら
れた．しかしここで注目すべき点は「非運動部群」，
「運動部群」それぞれを男女で比較した場合，男子は
「公正」，「協力」，「責任」，全てにおいて「非運動部
群」，「運動部群」の間に意識の差は認められなかっ
たが，女子は �つの態度全てにおいて，「運動部群」
の方が有意に意識が高いという結果が得られたこと
である．すなわち男子は体育実技においてこれらの

態度について運動部加入者と同等の学習をしている
のに対し，女子では体育実技においてこれらの学習
が不十分であることが示唆された．また，これは井
谷	�らの報告にみられるように，それまでの生徒の
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 運動領域別「チーム分けやルールなどを決める時」における態度の意識状況
左側：上から意識の高かった領域順に示す 　右側：各領域間の有意差を示す

生育過程において，男子は身体活動場面が多くあり，
女子は男子に比較して少ないことも考えられ，運動
経験の少ない女子にとっては学校体育の役割が比較
して大きく，態度のねらいを効果的にする面から授

業を改善する必要があると考える．
�．各運動領域のねらいと生徒の意識の合致と乖離

結果の中で述べたように学習指導要領の各運動領
域には「態度の内容」が示されている．これらは各
領域が持つ運動特性の中でその運動を実践するとき
に直接かかわる態度である．体育の授業中にはこの
直接的な態度と同時に授業の準備の係，グル－プ学
習における役割，あるいはグル－プ分けの「公正」
など間接的な態度もある．今回は授業中におけるこ
れら態度の育成が社会性を期待するものと考え，明

確に分けることなく調査を実施した．「公正」の記
載のある領域は勝敗のあるもので「陸上競技」，「水
泳」，「球技」，「武道」である．その中で「球技」は意
識を「とてもする」���名（�����），「する」���名
（�
���）と合わせて���名（�����）と多く，以下
「武道」，「陸上競技」となり，記載があるものと一致
する．しかし記載がある「水泳」は「とてもする」，
「する」を合わせて�		名（�����）と少なかった．
「球技」，「陸上競技」が平常の授業の中で規則を

重視するのに対して，「水泳」は杉山ら 
�が示すよ
うに「競泳競技」だけでなく，各種の泳法の技術的
練習が多くなること，あるいは「表現をテ－マにし
た泳ぎ」，「着衣水泳」など指導内容が多くなること
が，このような結果になっていると考えられる．
「協力」は「武道」を除く全ての領域にある言葉
である．その中でこれも「球技」は意識を「とても
する」�
�名（�	���），「する」���名（�����），こ
れを合わせると���名（�
�	�）と多くなった．以下

「ダンス」，「体つくり」が多く，「陸上競技」，「水泳」，

「器械運動」は有意に少なかった．これはねらいに
よるというよりは「球技」，「ダンス」，「体つくり」，
「武道」が集団的種目や対人種目であるのに対し「陸
上競技」，「水泳」，「器械運動」は個人種目であるた

めこのような結果をもたらしたとも考えられる．
「責任」は唯一「球技」にのみある言葉である．こ
れも「球技」は意識を「とてもする」���名（���	�），
「する」�		名（���	�），これを合わせると���名
（���	�）と多くなった．「武道」，「ダンス」が「球
技」と有意差を認めない同じ程度の割合であり，こ
れも「協力」と同様個人種目である「陸上競技」，「水
泳」，「器械運動」は少なかった．
このように，態度を意識することが集団的，対人
的種目領域と個人種目領域の違いによって起こると

いえるが，授業のどのような場面で意識するかにつ
いてみると授業の行い方が問題となる．「準備や片
付けの時」，「練習やゲ－ム」，「チ－ム分けやル－ル
などを決める時」においては「球技」が他の領域よ
り有意に多かったが，球技ではこれら授業の全ての
場面を通して生徒は「態度の内容」を学習できてい
るといえる．しかし個人競技の「器械運動」，「陸上
競技」，「水泳」は �つの場面全てにおいて意識が低
かった．個人競技でも，授業時に「態度の内容」を

より意識させる必要があるといえる．また，授業に
おける「先生の話」の場面では「武道」だけが他の
領域より有意に多くなった．学習指導要領の解説��

では，武道は「単に勝敗の結果を目指すだけでなく，
技術の習得などを通して人間として望ましい自己形
成を重視するという武道の伝統的な考え方を理解し，
それに基づく行動の仕方を尊重することができるよ
うにすることが大切である．特に，互いに相手を尊
重するなど礼儀作法を重要視するとともに，勝敗に

対しては公正な態度で練習や試合ができるようにす
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る．なお，礼儀作法については，単に形のまねに終
わるのではなく，自分で自分を律する「克己」の結
果としての心を表すものとして，また，相手を尊重
する方法としてこれを行うようにする」と解説され

ており，生徒はこのようなことを教師から聞くこと
によって態度が意識されていることが示唆される．
このように対象者が態度を意識しないのは種目の領
域のねらいを教師が具体的に生徒に伝えていないこ
とによって起こっている．
従って領域のねらいと意識を合致させるためには

個人種目の場合もお互いが助言し合う方法，チ－ム
として競争場面を作る方法など集団的に人とかかわ
るような授業の工夫や，生徒それぞれが役割を担い

公正な態度で協力し責任もって役割を果たしながら
授業を進めていくような工夫もしなければならない．
その動機付けとして教師からそれぞれの種目特性に
応じた「態度の内容」について十分な説明をするな
ど「態度の内容」をしっかり指導する必要がある．

ま と め

高等学校学習指導要領「保健体育」科目「体育」
の目標に示される「公正」，「協力」，「責任」，という

社会的態度が各運動領域において，生徒にどのよう
に意識されているか実態を知り，今後の授業の在り
方について検討することを目的とした．
対象は 
県内の協力の得られた �校の高等学校

（普通科 �校，商業科 �校）の �，�年生�	��名を対
象とし，�		�年��月中旬から�		�年 �月中旬にかけ
て質問紙法調査を実施した．有効回答数は男子���

名，女子���名計
��名で有効回答率は
����であっ
た．結果は次の通りである． ��全体として生徒の約
�割は体育授業時にこれらの態度を意識しており，
「公正」においては，男子が女子よりも有意に多く
のものが意識していた． ��女子において「非運動部
群」と「運動部群」の間の意識に有意な差が認めら

れ女子における体育の重要性が示唆された． ��運動
領域別においては集団的・対人的種目では領域の記
載通りの効果が認められたが，個人種目では効果が
少なく，ねらいとの乖離がみられた．
このことから領域のねらいと意識を合致させるた

めには個人種目の場合も集団的種目と同様，人と関
わるような授業の工夫や「態度の内容」について十
分な説明を行うなどの指導をする必要があり，特に
女子においてより改善されなければならない．
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